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岡山大学では，2012 年度入試より理・工・農・医（保健）学部及びマッチングプログラ

ムコース（MPコース）で国際バカロレア（IB) 4月入学入試（定員若干人）を取り入れ，

2013年度入試より 10月入学入試をMPコース（定員若干人）で導入，更に 2015年度入試

では全学部及び MP コースで 4 月入学入試（定員若干人，医学科のみ定員 3 名）に拡大し

た。 

今後 IB入試を更に拡大・発展させていくにはどのような課題があるのか，IB教育を取り

入れている国内の高等学校及びインターナショナルスクール（以下 IB校という）に実際に

アンケートや訪問取材をすることで見えてきた課題等について報告する。 

                                    

1．はじめに 

 本 IB 校調査は，本学が文科省の 2014 年度

大学教育改革加速プログラム（入試改革）事業

に採択され，その事業の一環として実施したも

のである。 

 アンケートは，国内の一条校併設の IB校（以

下一条校という）6校とインターナショナルス

クール（以下 ISという)8校の協力を得た。 

本稿は，そのアンケート結果を分析するとと

もに，可能な限り IB校を訪問し教師や生徒と

直接面談してまとめたものである。 

 

2．IB教育の特色 

 IBは，1968年にスイスの教育財団によって

設立された国際バカロレア機構（IBO）が，海

外に滞在しながら大学進学をめざす生徒のた

めに，世界共通の教育プログラムを開発したこ

とに始まるが，現在では世界 146か国に 3,964

校の IB認定校があり，年齢に応じた次の 3つ

のプログラムで構成されている。 

3～12歳：初等教育プログラム（Primary  

Years Programme：PYP） 

11～16歳：中等教育プログラム（Middle  

Years Programme：MYP） 

16～19歳：ディプロマ・プログラム 

（Diploma Programme：DP）。 

このうち高校の最後の 2年間に行われるDP

が，大学入学資格として世界的に認められるよ

うになっている。現在，DP認定校は，世界に

2,642校あり，そのうち国内には 19校ある。 

（IB認定校数，DP認定校数は，2014年 12月

1日現在。） 

IB が掲げる理念は表 1 の通りであり，IB

が目指す学習者像は表 2の通りである。 

 

表 1．The IB mission statement（理念） 

・IBは，異文化理解と尊重の精神を通じて， 

より良い，より平和な世界の実現のために 

貢献する，探求心，知識，思いやりのある 

若者を育てることを目的とする。 

・この目的を達成するために，IBは，学校 

や政府，国際機関と協力しながら，チャレ 

ンジに満ちた国際教育プログラムと厳格 

な評価の仕組みの開発に取り組む。 



・IB プログラムは，世界各地で学ぶ若者た

ちに向けて，人が持つ違いを違いとして理

解し，自分と異なる考えの人々にもそれぞ

れの正しさがあり得ることを認められる

人として，生涯にわたって積極的に，共感

する心とともに学び続けるよう働きかけ

る。 

 

表 2．The IB Learner Profile（学習者像） 

IB 学習者は，下記のようであるように努力

すること。 

・Inquirers：探求する人 

・Knowledgeable：知識のある人 

・Thinkers：考える人 

・Communicators  

：コミュニケーションができる人 

 ・Principled：信念を持つ人 

 ・Open-minded：心を開く人 

 ・Caring：思いやりのある人 

 ・Risk-takers：挑戦する人 

 ・Balanced：バランスのとれた人 

 ・Reflective：振り返りができる人 

 

IB でフル DP の資格を取得するには，次の

条件を満たす必要がある。 

1) 課題論文（Extended Essay：EE）を 

提出していること。 

2) 知識の理論（Theory of Knowledge： 

TOK）を履修していること。 

3) 創造性・活動・奉仕（Creativity・Action・ 

Service: CAS）活動に参加していること。 

4) EE と TOK の評価が D以上であること。 

5) 次の 6 グループある科目群の各グループ

から 1科目を選択し履修していること。 

（1 : Studies in language and literature，

2 : Language acquisition，3 : Individ-

uals & Society，4 : Science，5 : Math-

ematics， 6 : The Arts） 

6) 3科目以上をHigher Level（HL）で履修

し，それ以外の科目を Standard Level（SL）

で履修しており，HL の合計が 12 点以上

であること。 

HL で 2点は不可，SL で 2 点は 1科目ま

で。 

7) IBの最終試験のスコアが 45点満点中 24

点以上であること。 

 

3．IB入試導入までのプロセスと入試結果 

 本学では，知識偏重型入試から多面的・総合

的評価型入試に転換していくために，2010 年

から IB の教育内容や IB 校の生徒の学力，世

界の大学の入試制度等について調査・研究を重

ねた結果，表 1，表 2 に示した「IB の理念」，

「IB の学習者像」に沿って教育を行っている

IB を高く評価し，2012 年度 4 月入学入試で，

募集人員若干名で 4学部 1コース（理，医‐保

健，工，農，MP コース）が IB スコア等の書

類選考のみ（医-保健，MP コースは面接を課

す）で合否を決める IB入試を導入した。 

表 3は，本学の IB入試導入後の入試状況の変

遷だが，2013年度入試でMPコースが募集人

員若干人で 10月入学の IB 入試を，2015年度

入試で全学部及び 1コースが 4月入学の IB入

試を導入した。 

 表 4 の「条件付き合格者」とは，IB の最終

試験の正式 IBスコアが発行されるのを待つと，

出願締め切りに間に合わないため，各 IB校が

評価した「IB 最終スコアの見込み点」を提出

させ，この点数で合格した者が条件付き合格者

である。IB の発行する最終試験の IB スコア

は，後日，本学が定めた期日までに提出させ，

問題がなければ正式な合格者となる。 

 

表 3．IB入試導入の変遷 

年度 4月入学 10月入学 

2012 理，医（保），工， 

農，MPコース 

 

2013 理，医（保），工， 

農，MPコース 

MPコース 



2014 理，医（保），工，環

境理工，農， 

MPコース 

MPコース 

2015 文，教育，法，経済，

理，医（医），医（保），

歯，薬，工，環境理

工，農，MPコース 

MPコース 

・医（医）の募集人員は 3名，その他は若干人。 

 

表 4．IB入試の入試結果 

年

度 

24 

春 

25 

春 

25 

秋 

26 

春 

26 

秋 

27 

春 

27 

秋 

計 

 

志 1 1 3 2 6 9 6 28 

条     3 2 5 4  14 

合 1 1 2 1 3 2  10 

入 1 0 1 0 3 2  7 

・志：志願者，条：条件付き合格者 

・合：合格者，入：入学者 

 

4．Language A における Japanese A 履修者

の日本語第一言語（日本人）比率 

本学で提供しているコースは，2017 年から

英語だけで履修し卒業できるコースを開設す

る予定だが，現時点では日本語コースだけであ

るので，日本語を第一言語（母語）としている

生徒が学生募集のターゲットとなる。  

グループ 1 の Language A は，日本語を母

語とする生徒のほとんどが Japanese Aを履修

していると言われているが，実際はどうなのか， 

学校の設置区分別に特徴があるか見てみる。 

 

表 5．Japanese A履修者の日本語第一言語比率 

（人） 

設置 

区分 

11年生（G11） 12年生（G12） 

計 日本人 計 日本人 

一条校 71 70(98.6%) 41 41(100%) 

IS 42 24(57.1%) 52 38(73.1%) 

・日本国籍を持つ者を日本人とした。 

・G11，G12 は，一条校の高 2，高 3 にあたり，この

2年間のコースでフル DPを取得する。 

 

表 5 の G12 を見ると，一条校と IS は，

Japanese A の履修者はそれぞれ 100%，73%

が日本語を第一言語（母語）としている。 

このことより，現段階では日本語コースだけ

を持つ本学が IB 校の生徒を受け入れる場合，

HL，SLを問わず Japanese Aを履修しており，

成績評価 4 点以上としておけば問題ないと思

われる。 

ではJapanese Bの履修者は学生募集の対象

にならないのだろうか？ 

 

表 6．Japanese B 履修者の日本人比率   （人） 

設置 

区分 

G11 G12 

日本人 その他 日本人 その他 

１条校 9 0 5 8 

IS 17 57 27 51 

・日本国籍を持つ者を日本人とした。 

 

表 6を見ると，Japanese B の履修者の中に

ある程度の割合で日本人がいる。彼らの属性は

帰国子女等で，日本国籍は持っているが，海外

での生活が長い等，何らかの理由で Japanese 

A が履修できないとか，日本語が第一言語であ

るが Literature のレベルではないために

Japanese Bを履修している生徒である。 

日本人と外国人を含めたJapanese Bを履修

している生徒が本学の日本語コースの授業を

履修できるか否かが問題だが，今回のアンケー

トでは，Japanese B履修者は，「日本語での日

常生活に支障はないが,大学の日本語コースの

授業の履修は難度が高い」とか，「Japanese B

の HL で 6 点か 7 点を取るレベルであれば日

本語コースの授業は受けられる（または，その

レベルでも日本語の語彙力を考慮すると履修

は難しい）」という意見に分かれた。 

  本学では，IB 校時代に Japanese A を履修

していた学生に対して学部の専門科目の日本

語アシスタントを配備しているくらいなので，

Japanese B履修者を募集対象に加えるのは困



難であると考える。 

 

5．本学の４月入学入試 IB 入試出願要件 

 4 月入学 IB 入試を行っている全学部・1 コ

ース共通の出願要件は，「Language Aを Jap-

anese 日本語により履修し（HL か SL は問わ

ない），成績評価が 4 以上の者」としており，

その他の出願要件は，グループ 6以外から 1科

目 HL で成績評価 4 以上を求めている募集単

位が 10学部 1コース，理科の HLを 2科目課

し，成績評価 4 以上を求めている学部が 1 学

部である。 

 現時点の本学の出願要件は，IB 校のカリキ

ュラムの実態と合っているかどうか，理科につ

いて検証してみる。 

 

表 7．理科 HLの開講状況      （校数） 

開講科目数 一条校 IS 

HL 3科目 1 4 

HL 2科目 2 2 

HL 1科目 2  

HL 0科目 1  

 

 表７を見ると，一条校，IS校が理科HLを開

講している科目数は 2 科目以上が多く，理科

HLを 2科目課し，要求スコアを 4点以上にす

ることは，出願要件としては差支えないように

見える。 

 しかし，日本人の IB校生はフル DP取得に

必要な HL3 科目のうち 1 科目を Japanese A

で履修する傾向が強いので，残りのHLの科目

で理科を 2科目指定し，いずれも成績評価 4点

以上を要求するのはかなり厳しいようである。 

 従って，理系の学部が理科の 2科目履修を要

求する場合，1 科目は HL，もう 1 科目は SL

にしておく必要があるだろう。 

 本学の理科のHL2 科目を指定し，成績評価

4以上としている学部は，出願要件緩和の方向

で検討に入っている。 

 因みに，医学部・医学科の理数科目の科目指

定は，物理，化学，生物から 2科目及び数学（う

ち 1 科目は HL 成績評価 4 以上，他の 2 科目

は SL 成績評価 5 以上又は HL3 以上）として

いる。 

  

6．フル DPではない IB Certificateの生徒に 

出願資格を与えるか否か 

 前記 2 で掲げた基準を一つでも満たさなけれ

ば，いくら 24点以上得点をしてもフル DPは

取得できない。IB Certificate とは，フル DP

の条件には合致しなかったが，IB のいくつか

の科目で成績証明書を取得している生徒のこ

とである。その中には，各科目 7点満点中高得

点を取っている生徒もいる。 

 IB Certificateの生徒を本学の学生募集のタ

ーゲットに加えるか否かについては，そもそも

IB 入試を取り入れた経緯，上記 3 に遡って考

える必要があるだろう。 

 IBの価値は，表 1 The IB mission statement

（IB の理念）と表 2 The IB Learner Profile

（IB の学習者像）に言い尽くされているが，

本学がフル DP 取得の生徒に期待するのは，

「主体性・リーダーシップ」,「高度な自己管理

力・時間管理力」，「批評的・批判的思考力」，

「分析的思考力」，「創造的思考力」，「異文化に

対する理解と思考の柔軟性」，「コミュニケーシ

ョン力」，「プレゼンテーション力」，「語学力」

等々を身につけていることであるので，まず

IB が認定したフル DP を取得した生徒を最優

先で学生募集の対象としている。 

 IB Certificateの生徒には，最後までフルDP

を目指していたが最終試験でフル DP の基準

を満たせず認定されなかった生徒や，最初から

フル DPを目指していない生徒等がいる。 

 海外にはカナダのブリティッシュコロンビ

ア大学（UBC）のように，IB Certificateでも，

高校の卒業証明書と学部が指定した科目を履

修しており，IB スコアの要件を満たしていれ

ば出願できる大学もあるが，本学はまだ IB入



試を始めたばかりで十分なエビデンスを持ち

合わせていないので，フルDPと IB Certificate

の生徒像の比較研究を行っていき，今後の IB

入試の拡大につなげていく必要がある。 

 

7．EEを出願書類に加えるか否か 

 IB校の教員は，EEを出願書類に加えること

について，下記の理由で賛成意見が多かった。 

賛成意見，条件付き賛成，反対意見の例を掲載

する。 

 

【賛成意見】 

・米国リベラルアーツの大学やアイビーリー

グの大学は，論文サンプルの提出を求めるこ

とがあるので，それに類するものと考えるこ

とはできる。その場合，EEを提出しなさい

という指定ではなく，出願分野に関連した自

分の実績を提示できる作品等を提出しなさ

いとなっている。EE Sampleに限らず，国

語論文サンプル，Historical Investigation，

Math Project，Science Lab report，TOK論

文等々，提出可能な作品は多いので，学部が

出願者の何を審査したいのかによって提出

物を決めた方が，出願者の様子を的確に審査

できると思う。 

・生徒が何に関心を持っていたのか，どのくら 

いの内容のものを書いたのかということが

わかるので，EEを提出させるのは有効だと

思う。生徒も相当力を入れて書いているので，

読んでもらうことを望んでいるのではない

だろうか。 

・自主的にどれくらい取り組んだのかを見る 

には有効だと思う。但し，理系志望の生徒が 

必ずしも理系の科目で EEに取り組むとは 

限らない。 

 

【条件付き賛成意見】 

・IB からの正式な評価が出たあとであれば

（EEの提出は）問題ないと思う。 

・EEは，大学で論文を書くための準備だ。例

えば，EEが人間として素晴らしい価値観 

を示すものであっても，IBが求める論文と 

しての構成やデータの扱い方が評価基準に

沿っていなければ，全く点数がもらえない。 

論文を書く力を審査基準に加えたい等，EE

の評価基準が大学にとって求めているもの

であれば，（EE提出を）加えることに価値が

あると思うが，価値があるかどうかは，EE

で何を大学が見たいのかによると思う。 

また，EEの提出を加えることを検討する場

合，EEの評価基準を大学がしっかりと把握

することが必要だと思う。 

 

【否定的意見】 

・EEを加えるというのは，提出した EEの成 

績を合否の基準にするということでしょう 

か。それとも IBに提出する EEを貴学にも 

提出するということでしょうか。IBの試験 

結果をもとに選考するのであれば，EEを出 

願書類に加える必要はないと思う。 

・EEの提出を追加することで，IB Certificate 

の生徒が貴学に出願する可能性を消してし 

まうかもしれない。 

 

 IB 最終試験の成績評価には EE の評価点が

含まれている。EEだけを取り上げて，IBの出

す最終スコアとは別に本学が EE を評価する

ということは，EEの配点比率を大きくしたと

いうことになる。 

IBスコア（教育・医・歯は面接も課す）を含

む提出書類だけで合否を決めるのが IB入試だ

が，IB スコアは信頼しているものの，一人ひ

とりの生徒が DP の 2 年間で何に関心を持ち，

どのような活動にどれだけ努力し，どのような

成果を出したのかという生徒像も何らかの手

段で把握しておきたいものだ。 

IB 校の教師の多くが出願者を審査するため

に出願書類に EE を加えることに賛成してい

る。 

各学部・コースが「出願者の何を審査したい



のか」を明確に持った上で，出願者が DPの 2

年間で成し遂げた成果を示せる（EEに限らな

い）成果物を提出させることは意義があるよう

に思う。 

  

8．IB校の進路指導 

 IB 校が対応する大学入試は，進学先が国内

の大学と国外の大学，秋入学の入試と春入学の

入試，入試方法が IB 入試，日本の大学の AO

入試，一般入試等々多岐に渡っている。 

 IB 校の進路指導は，カレッジカウンセラー

（スクールカウンセラー）と DPコーディネー

ターが中心になって年間行事を立てて計画的

に行われている。それに加え，進学先が日本国

内であれば日本人教師が付いて指導し，海外の

大学は国別（地域別）に入試方法が異なるため

外国人教師が付いて指導し，更にクラス担任や

エッセイ指導の教員等が加わって手厚くサポ

ートしている。 

一条校，ISの進路指導事例を紹介する。 

 

【一条校の例】 

・国内の大学の一般入試と国内外の大学の IB 

 入試の進路説明会を開催している。 

・毎年秋に，生徒・保護者を引率してカレッジ 

フェアに複数回参加しているが，国内外の大 

学の校内説明会・個別相談会も受け付けてい 

る。 

・卒業生が学校に戻ってきて大学生活の話を 

する Q&Aセッションを開催している。 

 ⇒その後，個別にメールやスカイプで情報 

交換をする生徒もいる。 

・G9，G10：G9，G10で PSAT，G10で TOEFL  

iBTを初めて受験させ，受験の基本情報を提 

供し，準備させる。 

・G11：必要に応じて TOEFLや SATの受験 

を勧める。 

・G12：頻繁に進路面接を実施している。 

 

 

【国内の ISの例】 

・G8：キャリアについて，また大学がそれにど 

のように役立つのかを学んでいる。 

・G9：キャリアとは何か，なぜ大学に行くのか， 

各国の大学のしくみについて学んでいる。 

・G10：各国の大学のしくみについて，特にア 

メリカとイギリスの大学のしくみの違いに

ついて詳しく学んでいる。 

・G11：具体的な大学選び，願書出願について 

の説明，志望理由書指導，生徒と保護者に対   

する個別の進路指導をしている。 

・G12：校内で各大学による入試説明会を実施 

し，生徒や保護者が直接大学から情報を得る 

機会を提供し，且つ，カレッジフェアに参加 

させる等して生徒自身で調べるよう促して 

いる。そのような行事を入れながら，個別の 

進路相談と出願のサポートとそのフォロー

アップを行っている。 

 

※G8，G9，G10 は，それぞれ一条校の中 2，

中 3，高 1にあたる。 

 

9．生徒たちの進路選択行動と大学の入試広報 

 生徒は，各校の進路指導行事に則って自分の

キャリアについて考え，志望大学を選択し絞り

込み，出願に向けた行動を起こす。 

 IB校の進路指導スケジュールは，国内外の 

大学の入試スケジュールに合わせて組まれて

いるので，生徒が志望校・出願校を決める時期

は概ね同じになると考えられる。 

 IB 校では，校内で大学の入試説明会・個別

相談会を実施しているが，大学側が入試説明会

等の入試広報を実施させていただく時期は，生

徒が志望校・出願校リストを作成する前でなけ

ればならない。一条校も ISも G11の終わりか

ら G12 の初めにかけて志望校・出願校を決定

しているようなので，それ以前に入試説明会等

を実施させていただく必要がある。 

 今年度，文部科学省の大学教育改革加速プロ

グラム（入試改革）事業に採択され，本学が知



識偏重型入試から多面的・総合的評価型入試に

転換するというメッセージを書いたポスター

を作成し IB校に送付したところ，かなりの確

率で校内の廊下や教員室の壁に貼ってくださ

っていた。 

IB 校を 1 校 1校訪問して入試説明会を開催

するのもよいが，世界中の IB校を訪問するこ

とはできないので，国内の大学のほとんどが

IB入試を行っていない今の時期は，本学が IB

入試を行っているということの認知度が低い

であろうから，まず IB 校の生徒に本学が IB

入試を行っていることを周知することが重要

で，そのためには IB入試を実施していること

を告知するためのポスター等を作成し，世界中

の Japanese Aを開講している IB校にだけで

も送付しておくべきではないかと考える。 

 生徒の志望校・出願校決定のプロセスを，一

条校，ISの生徒の事例を記しておく。 

 

【一条校の例】 

・G10：だいたいの方向性を決める。 

 国内の大学の一般入試を考えるのであれば， 

受験科目を意識して家庭学習をする。 

・G10後半：文系理系の方向性の決定し，DP 

 の科目を決めるため，各大学・学部でどのよ 

うな科目要件と IBスコア要件があるのかを 

確認する。 

・G11後半まで：大学と学部を予備的に決める。 

・G12春：志望大学・学部を決定する。 

・G12の 1学期末試験後：期末試験が最終 IB 

試験に向けての準備試験の役割を果たすた 

め，このスコアでどの程度の仕上がり具合か 

を確認しながら最終出願校を決定していく。 

 海外の大学は，早くて 10，11月出願で（こ 

れは珍しいが），大半は 12月後半から 1月 

にかけて出願している。従って，G12の夏あ 

たりには，だいたいの出願校リストを作成し 

ている。その後の DPの仕上がり具合とその 

他のテストスコアを見ながら，出願校を絞っ 

ていく。 

【ISの例】 

・G11の終わりから G12に進学する夏休み： 

だいたいの生徒が出願校リストを作成する。 

・G12の 9月：イギリス・アメリカの大学への 

出願が始まり，出願のピークは 12月から 1 

月にかけて。 

合否結果がわかるまで数週間から数か月か 

かるが，早い生徒で 12月，多くの生徒が 3 

月から 4月にかけて合否結果を受け取り，5 

月頃までにはほとんどの生徒の進学先が決 

まる。 

 

10．まとめ 

 2014年 12月の中教審答申（高大接続答申）

で示された教育改革は，明治以来の教育改革を

目指していると言われ，2020 年度には大きな

入試改革がなされようとしている。 

 本学では，知識偏重型入試から多面的・総合

的評価型入試に転換していくために，IB の教

育内容や教育成果等を高く評価し，募集定員若

干人ではあるが 2015 年 4 月入学入試で IB 入

試を全学で取り入れた。 

 本学には IB入試で入学した学生が 5名いる

が，彼らは，グローバル人材育成特別コースに

優先的に在籍しており，そのコースの学生とと

もに学外での活躍は目覚ましいものがあるの

でその一例を紹介する。 

 

【活動事例】 

・我が国が経済協力開発機構（OECD）に加盟 

して 50周年となる 2014年に，OECD Stu 

dent Ambassador の全国 8大学の一つに選 

ばれ，OECDの意識度調査や広報ポスター 

を作成し，一年を通じてワークショップや講 

演会の開催をしてきた。 

・国際協力機構（JICA）の国際フィールド・ス 

タディプログラムで，18日間ベトナムの現 

地調査を行い，発展途上国の現状や問題点を 

多角的に見つめ，ODA等の現場体験をした。 

 



 但し，IB 入試で入学してきた学生は，学部

の科目の専門用語で日本語のアシスタントを

付ける必要がある等，全てが順調というわけで

はない。 

今後，IB 入試で入学した学生の学修面，生

活面，卒業後の進路面等の追跡調査・検証を重

ね，個々の問題に対応していきながら，募集定

員を増やし定員化していき，更には，秋入学の

IB 入試の実施学部の枠も広げていきたいと考

えている。 
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